
　

原
子
番
号
２
６
、
元
素
記
号
Ｆ

ｅ
と
言
え
ば
、
何
の
金
属
だ
か
分

か
り
ま
す
か
？
「 

鉄 

」
で
す
。

鉄
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身

近
で
重
要
な
金
属
の
ひ
と
つ
で

す
。
現
在
で
は
、
巨
大
な
製
鉄
所

で
大
量
生
産
さ
れ
ま
す
が
、
古
代

の
鉄
生
産
に
は
、
大
変
な
労
力
、

そ
し
て
、
原
料
と
な
る
砂
鉄
と
大

量
の
木
炭
が
必
要
で
し
た
。

　

地
球
上
に
存
在
す
る
砂
鉄
は
、

酸
素
と
結
び
つ
い
て
い
る
酸
化
鉄

と
い
う
化
合
物
で
す
。
古
代
の

人
々
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
使
用
で

き
な
い
砂
鉄
か
ら
、
酸
素
を
切
り

離
す
「 

還
元 

」
と
い
う
化
学
反

応
を
利
用
し
ま
し
た
。
「 

還
元 

」

を
行
う
た
め
に
は
、
大
量
の
木
炭

が
必
要
で
す
。
炉
の
中
に
砂
鉄
と

木
炭
を
交
互
に
入
れ
、
「
ふ
い
ご
」

と
呼
ば
れ
る
道
具
を
用
い
て
、
炉

内
に
風
を
送
り
込
ん
で
、
燃
料
の

木
炭
を
不
完
全
燃
焼
さ
せ
て
、
酸

素
と
分
離
さ
せ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
作
業
を
数
日
間
、
行
う
と
、
炉

の
底
に
銑
鉄

(

ズ
ク

)

や
鉧

(

ケ

ラ)

の
鉄
素
材
が
生
み
出
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
鉄
素
材
は
、
使

用
し
た
砂
鉄
の
二
割
ほ
ど
し
か
生

産
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
木
炭
は
、

砂
鉄
の
二
倍
程
度
の
量
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

茨
城
県
で
の
鉄
生
産
は
、
ど
れ

く
ら
い
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
？

　

奈
良
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た

『
常
陸
風
土
記
』
に
は
、
「
慶
雲
元

年

(

７
０
４)

、
常
陸
の
国
司
が

を
連
れ
て
鹿
島
郡
若
松
の

浜
の
砂
鉄
を
取
り
、
刀
を
造
ら
せ

た
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
８
世

紀
に
は
、
刀
な
ど
の
鉄
器
生
産
が

盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

発
掘
調
査
例
を
挙
げ
て
み
る

と
、
石
岡
市
宮
平
遺
跡
や
か
す
み

が
う
ら
市
粟
田
か
な
く
そ
山
遺
跡

な
ど
で
、
７
世
紀
後
半
か
ら
８
世

紀
の
製
鉄
炉
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
平
安
時
代
以
前
に
、

鉄
を
使
う
文
化
が
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
鉄
素
材
自
体
を
移
入

し
て
、
金
属
を
鍛
え
、
鉄
製
品
を

製
作
す
る
「 

鍛
冶 

」
は
、
弥
生

時
代
か
ら
古
墳
時
代
を
通
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
内
に
も
、
古
代
の
製

鉄
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茨
城
空
港
入
口
近
く
の
北
山
池

周
辺
に
お
い
て
、
約
１
，
０
０
０

年
前
（
平
安
時
代
後
期
）
の
製
鉄

遺
跡 

か
じ
や
久
保
遺
跡
が
調
査

さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
で
は
、
鉄

を
溶
か
す
炉
跡
や
不
要
物
を
廃
棄

し
た
土
坑
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
出
土
し
た
遺
物
は
、
炉ろ

へ

き壁

２
６
５
ｋ
ｇ
、
炉ろ

な

い

さ

い

内
滓

(

鉄
屑

)

１
３
３
．
４
ｋ
ｇ
、
炭
化
物
０
．

２
２
ｋ
ｇ
、
土
師
器
な
ど
で
す
。

炉
自
体
は
、
半
地
下
式
の
竪た

て

が

た

ろ

型
炉

で
あ
り
、
粘
土
な
ど
で
つ
く
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
化
学
分
析
の
結
果
、

１
，
４
０
０
℃
の
温
度
に
耐
え
る

こ
と
が
で
き
、
地
元
産
の
砂
鉄
が

使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

羽
鳥
花
館
に
所
在
す
る
五ご

ま

ん

く

ぼ

万
窪

遺
跡
で
は
、
製
鉄
炉
１
基
と
作
業

場
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
炉

は
、
か
じ
や
久
保
遺
跡
と
同
様
の

竪
型
炉
で
、
長
さ
１
．
８
ｍ
、
幅

１
．
１
４
ｍ
で
、
礫
を
混
ぜ
た
粘

土
を
貼
り
付
け
て
構
築
さ
れ
て
い

ま
す
。
周
辺
か
ら
は
、
大
量
の

鉄て
っ
さ
い滓
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
時
期

を
特
定
す
る
遺
物
は
出
土
し
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
炉
の
形
態
が
、

か
じ
や
久
保
遺
跡
と
よ
く
似
て
お

り
、
同
じ
技
術
を
も
つ
集
団
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
調
査
例
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
竹
原
下
郷
区
館
野
、

羽
鳥
区
金
谷
久
保
、
外
之
内
地
区
、

倉
数
地
区
、
佐
才
地
区
で
、
鉄
滓

な
ど
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
製
鉄

も
し
く
は
鍛
冶
遺
跡
が
所
在
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

古
代
の
製
鉄
遺
跡

〜
か
じ
や
久
保
遺
跡
と
五
万
窪
遺
跡

〜　
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